
 

RE-MIX (REsident Organized MIX) 実施要項 

 

 

RE-MIX は、AP ハウスが提供する MIX 講座とは別に、寮生自身が主体的にイベントを企画、実施できるプログラムです。 

8 つのウェルネスに基づき、企画を立案・実施し、その効果として寮生間の交流や、寮運営・寮教育につながることを目的としま

す。 

 

1. 募集概要 

【募集件数】 

募集件数はセメスターで 3 企画程度とし、随時受け付ける（先着順） 

【実施可能期間】 

◎春セメスター： 6 月 1 日（木）～ 8 月 31 日（木） 

◎秋セメスター：11 月 1 日（水）～ 2 月 28 日（水） 

*試験期間中および試験前活動禁止期間は除く 

【応募資格ならびに企画したイベントの参加対象】 

イベント実施日の時点で AP ハウス 1、2 または 5 に居住する学生 

【補助金額】 

申請 1 件につき上限 5 万円 

【STEP 付与対象】 

Student Total Enrichment Points の対象 

 

2．イベントの種類 

以下の 4 つのイベントの種類とテーマをもとに、企画を通じて表現したいこと、参加者へ伝えたいこと、提供したいもの・できるこ

となど、イベントの内容をより詳しくイメージして企画を立ててください。 

【タイプ×テーマ】 

(1) 寮生交流型：寮内の交流促進を目的としたイベント 

例）スポーツ/e スポーツ大会、アート展示会、資格試験の勉強会、料理や語学等の文化紹介、アニメ、楽器、ファッショ

ン等の趣味を共有したい 

＊大型音響・照明設備/機材の利用を伴うイベントは除く 

(2) セミナー・レクチャー型：テーマに沿って専門家/有識者をゲストスピーカーとして招いた研修会/勉強会 

例）ボディメイク/金融リテラシーを勉強したい！/○○先生の話をもっと聞きたい！/学生起業について詳しく知りたい！ 

(3) ワークショップ/レッスン受講型: 専門的な技術や知識を学ぶ、実践的な体験型アクティビティ 

例）語学/料理/ダンスレッスン、ドローン操作/伝統工芸、プログラム等 

(4) 寮外研修型： 知識や見識を広げる、寮外での見学会や研修会 

例）観光地、まちづくりを実際に見てみてみたい！/企業を訪問したい！/地域文化を体験したい！ 

 ●注意事項 

1) 物品販売などの経済活動、宗教等の布教活動、特定の企業、団体の宣伝コマーシャル活動につながるものは禁止 

2) 自主的な課外活動、研究活動の一貫として実施されるものとする ＊部活・サークル活動は対象外 

3) 寮外研修型においては、現地での食事やお土産等は補助金対象外とする 



 

【8 つのウェルネス】 

RE-MIX は、AP ハウスの寮生の『ウェルネス』の創造、啓発のための自主的な活動を推進するためのプログラムです。 

次のウェルネスから、あなたの企画にふさわしいものを選んで、企画を展開してください。 

 

① Emotional wellness 

② Physical wellness 

③ Social wellness 

④ Occupational wellness 

⑤ Financial wellness 

⑥ Environmental wellness 

⑦ Spiritual wellness 

⑧ Intellectual wellness 

 

3．企画の具現化 

以下の内容を読み、理解したうえで書類を作成してください。 

【概要・趣旨】 

前述の 4 つのタイプより選び、具体的な企画内容を考えてください。 

【目的・目標・効果】  

企画したイベントを実施する目的、目標、得られる効果を設定してください。 

【運営体制】  

・ 1 人でもチームでも申請可能  

・ チームの場合は、必ず代表者を決め、代表者が AP ハウスとの連絡を行うこと 

・ 代表者を含むコアメンバー（全体統括、予算管理、スケジュール管理等、重要な業務を率先して行う）は 3 名まで、ノ

ンコアメンバー（コアメンバーのサポートや当日ボランティア含む）は 10 名までとする 

・ 各メンバーの役割分担を予め決めておくこと 

・ 実施日時点において全員寮生であること 

【募集対象・人数】 

・ 寮生であれば誰でも参加可能とすること。また、寮生に加え、寮外生も参加対象とすることも可。 

・ 最小参加人数は 5 人が見込めるように設定すること 

・ 運営・進行に無理がないよう、上限人数を決めること 

・ 施設の定員数を超えないこと（運営メンバーの数も含める） 

【実施場所】 

■学内 

(1) AP ハウス施設：a) AP ハウス 1、2 施設案内、 AP ハウス 5 施設案内ページで確認してください 

(2) キャンパス施設  ⇒ スチューデント・オフィスのウェブサイト「施設利用に関わる情報」参照 

  ■学外：施設を利用する場合は、事前に空き状況を確認しておくこと 

■オンライン：大分県外の講師はオンライン、参加者は対面、あるいは講師も参加者もオンライン参加 

【実施費用・収入】 

・ 大学施設（キャンパスおよび AP ハウス）と備品の借用は無料 

  ⇒ キャンパス：スチューデント・オフィスのウェブサイト「施設・備品について」参照 

AP ハウス 『b) AP ハウス 借用可能機材・備品リスト』参照 

 

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0046.html/
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0364.html/
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0338.html/
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0210.html/
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/List_of_AP_House_Equipment_J.pdf


 

・ アイテムや材料費はどうするか（自分たちで入手できるもの、作れるものはないか） 

・ 学内外の人にスピーカー/講師をお願いしたい ⇒ 『c) 講師招聘に関して』参照 

・ 収入源として入場料の設定やクラウドファンディングを行う 

＊収入が発生する場合は、補助金対象の項目でも、収益がある場合は対象外と判断することがある。収益が発生した

場合は、外部団体へ寄付すること 

・ 集客を目的として高額な賞品や参加賞の購入は認めない ⇒ 『d) 参加者への賞品・参加賞に関して』参照 

【実施日】 

・ 試験期間、試験前一週間や、大学主催のイベント（天空祭）、ハウスイベントの日程と被らないようにすること 

・ 施設の利用可能時間を守ること（設営・撤収時間も利用時間に含め、イベント実施時間を設定する） 

. 天候不良時の対応：決行、延期、会場変更等＊あらかじめ順延日の設定を推奨する 

【広報計画】 

・ AP ハウス内のフロアキッチンやロビーのポスター掲示、フロアミーティングでの告知、キャンパスターミナルでの投稿が可能 

・ 告知用作成物は事前に AP ハウス・オフィスに提出し、承認をもらうこと   

【安全・感染症対策】 

・ スポーツイベント等、身体を動かすアクティビティを伴う企画については保険加入を必須とする（大学が手続きを行う） 

・ 事故や急な体調不良者が出た場合や、感染症対策について 

 

4．各種書類 ＊書類名をクリックしてダウンロードしてください 

【提出書類】 

◎必須 

①企画書 

②収支予算書 (ファイル内の A、B、C のシート) 

・ シート A：経費のうち補助対象項目 ＊必ず提出すること 

・ シート B：経費のうち自己負担項目 ＊該当する場合のみ 

・ シート C：収入項目 ＊該当する場合のみ 

③参加者リスト：記載されている項目を応募フォームに反映させること 

④参加者問診票：実施当日に、メンバーならびに参加者は全員記入すること 

⑤実施報告書：報告書の項目を網羅すれば、動画や PPT での提出でもよい 

⑥収支報告書：②と同じフォームを使用すること 

⑦購入品の全レシート：購入日順にＡ4 白紙に貼付し⑥と一緒に提出する ⇒ 『e) レシート、領収書提出方法』参照 

 

◎該当する場合のみ 

⑧ギフトカード受領書 

⑨施設利用届（AP ハウス 1 管理人室で受付） 

⑩AP ハウス施設利用に関する誓約書（AP ハウス 1 管理人室で受付） 

 

【参照資料】 

a)「AP ハウス 1、2 施設案内」および「AP ハウス 5 施設案内」 

b) AP ハウス 借用可能機材・備品リスト 

c) 講師招聘に関して 

d) 参加者への賞品・参加賞に関して 

e) レシート、領収書提出方法 

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/Note_on_Inviting_Lecturers_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/Note_on_Prizes_and_Gifts_for_participants_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/Event_Proposal_form_J.docx
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/Budget_Planning_and_Financial_Report_Sheet_J.xlsx
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/List_of_Participants_J.xlsx
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/Participant_questionnaire_J.xlsx
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/Activity_rerport_J.docx
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/Note_on_How_to_Submit_Receipts_and_Ryoshusho_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/Receipt_of_Gift_Card_J.xlsx
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0046.html/
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0364.html/
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/List_of_AP_House_Equipment_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/Note_on_Inviting_Lecturers_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/Note_on_Prizes_and_Gifts_for_participants_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0362/Note_on_How_to_Submit_Receipts_and_Ryoshusho_J.pdf


 

5. 実施までの準備および事後のスケジュールと提出書類 

企画の内容・規模にもよりますが、具体的な準備作業は、実施日の 1 ヶ月よりも前から始めることが望ましいです。 

イベントには想定外のことが起こりえますが、早めの準備、入念かつ緻密な計画で、当日のトラブル・ハプニングを防ぐことがで

きます。AP ハウス・オフィスに企画書を提出してから、イベントの実施と実施後までの流れを以下に説明します。 

 

流れ、すること 内容 提出書類 

企画申請 

申請に必要な書類を

ハウス・オフィスへ提出 

当「RE-MIX 実施要項」をよく読み、申請に必要な書類の確認を行う 

不明な点があれば AP ハウス・オフィスへ問い合わせる 

①企画書 

②収支予算書 

申請書類の審査 

ハウス・オフィスより連絡 申請内容の確認や、会場・実施日等の変更、場合によってはコンサルテ

ーション（対面相談）の連絡がはいる 

 

1 ヶ月前までに 申請承認後 

施設・備品予約 会場となる施設や、そこで使用する備品を予約する 

(1) AP ハウス１・２または AP ハウス 5（ウェブサイトで確認）  

(2) キャンパス施設: スチューデント・オフィスのウェブサイトの「予約につ

いて」のページより施設・備品の予約を行う 

*予約には、RE-MIX 専用の ID とパスワードが必要となるため、ハウス・

オフィスに共有依頼をすること。 

＊予約は、利用日の 2 週間前から可能。それ以前に予約したい場合

は、ハウス・オフィスへ相談のこと。 

(3) 学外施設: 利用規則・空き状況・費用等を確認して予約を行う 

(1) AP ハウス 

⑨施設利用届（AP ハウ

ス管理人室で受付）⑩

AP ハウス施設利用に関す

る誓約書（AP ハウス管

理人室で受付） 

告知ツールの制作 使用アプリやデザインは自由だが、告知内容はハウス・オフィスの承認を

得てから公開すること 

・ 必要情報を記載（イベント名・内容、会場・日時、募集期間等） 

・ 掲示や配布用のポスター、チラシの印刷はハウス・オフィスに依頼する 

・ キャンパスターミナルの投稿はハウス・オフィスの職員が行う 

・ フロアミーティングでの告知、1分程度の長さでスライドおよび原稿を作 

成し、ハウス・オフィス経由で RA に依頼をする  

＊フロアミーティングの実施日を考慮して準備すること 

 

応募フォーム作成 アプリ等で応募フォームを作成し、告知ツールに反映させる  

コンテンツを具体化する ・当日のプログラム、進行表の作成やメンバーの配置・役割 

・小道具や資料などの制作 

 

3～2 週間前 参加募集開始 

イベント周知 ハウス内ポスター掲示、フロアミーティングでの告知、キャンパスターミナル投稿 

＊申込数が少ない場合、キャンパスターミナルで再告知可能 

 

購入備品確定 申込状況をみながら、購入する物品の種類・量を決める  

2 週間～10 日前 募集〆切 

募集〆切 

⇒参加者リスト作成 

・ 保険加入が必要な企画は 1 週間前までにハウス・オフィスへリストを

提出 

・ 必要に応じ、参加者にイベントの詳細/変更連絡やリマインダーをする 

③参加者リスト 

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0031.html/
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/page/content0031.html/


 

リハーサル ・ 進行スケジュールやメンバーの当日の役割・配置の確認・決定 

・ 機器・機材を使用する場合は接続・動作確認をする 

 

企画書更新 申請時に提出した①企画書を確定版として再提出 ①企画書 

収支予算書更新 申請時に提出した②収支予算書を確定版として再提出 ②収支予算書 

実施当日（必要に応じて前日より） 

設営・準備 (1) AP ハウス内：AP ハウス管理人室にて施設の鍵や備品を借りる 

(2) 借用備品、持ち込み備品や印刷物を所定の位置に設置 

(3) 全体確認、直前リハーサル等、進行を確認する 

 

 

開場・受付開始 ・③参加者リストで出席確認 

・参加者に検温と④参加者問診票に記入をしてもらう 

 

イベント開始 ・ 出席人数に応じて必要な微調整を行う 

・ イベントが円滑に進行するよう管理する 

 

終了後 ・ 利用時間内に清掃を終えて撤収する 

・ 学内/ハウス・オフィス/管理人室で借用した備品は、必ず借りた場

所・持ち出した場所に、予約時間内に返却する 

＊紛失・破損・汚損があった場合は今後の利用を認めない場合がある 

＊ハウス・オフィスへは開室時間内に返却する 

 

企画実施後～1 週間以内 実施報告等提出 

必要書類の提出 ・ 実施後、1 週間以内に該当する書類を一括でハウス・オフィスへ提出

する 

・ 実施報告書および収支報告書はメールにファイル添付にて提出する 

＊リンク形式で提出しないこと 

③参加者リスト  

④参加者問診票 

⑤実施報告書  

⑥収支報告書 

⑦購入品の全レシート 

⑧ギフトカード受領書 

 

6. 補助金 

企画 1 件につき、最大５万円までを補助対象とします。 

補助対象となる項目および支払に関しては、以下を確認してください。 

  なお、補助金の支給は、イベント実施後、『4. 提出書類』の該当書類の提出が完了してからとなります。 

【現金支給となるもの】 

① 物品購入（合計で 1 万円分まで、プロジェクトに関連するものに限る） 

② 宿泊費 

③ 交通費（買い出し時の交通費は、往復 1 名分のバスチケットをオフィスより支給する） 

【大学支払いとなるもの】 

④ 施設使用料 

⑤ 委託費 

⑥ 講師謝礼（大学の基準に基づく）ならびに招聘に関わる費用（宿泊・交通費含む） 

*大分県外の講師を招聘する場合は、オンラインでの実施をすることが望ましい 

⑦ 保険加入費（学外での活動や身体運動を伴うアクティビティは必須） 

   ⑧ その他 AP ハウス・オフィスが認めたもの 

 



 

➢ 注意事項 

・ 上記支払い種別は例外もあるため、判断がつかない場合は事前にオフィスへ相談すること。 

・ 補助を受けて購入した備品は、活動終了後 AP ハウス・オフィスに渡すこと。 

・ レジ袋の購入は禁止（スーツケースやエコバッグを使用すること） 

・ ポスターや当日必要な書類の印刷は事務局にて出力するため、予算に含めなくてよい。 

 

7. 初年次教育寮 AP ハウスの Living Learning Program 

AP ハウスは、以下に詳述するコンピテンシーの自己伸長を図る初年次教育寮として、様々な教育的機会を寮生に提供して

います。RE-MIX は、AP ハウスの多文化環境を最大限に活用し、コンピテンシー開発をサポートするプログラムの一つです。 

 

【コンピテンシー】 

自律性・主体性 自ら目標や計画を設定し、生活習慣やタイムマネジメントを考え、実現のための適切な方法を考

え、自律的に主体的に行動することができる。 

市民性・規範性 法律や市民生活上のマナーやルールを順守することが社会全体の安全や快適さの維持につながる

ことを理解し、規範性や市民性を身につけて、日常生活をおくることができる。 

ウェルネス 自身の健康管理や感染症予防に対する具体的行動を習慣化し、公衆衛生のみならず、幅広く

ウェルネスを意識した日常生活をおくることができる。 

コミュニケーション 自分の意見をわかりやすく伝えるとともに、相手の意見を十分理解し、円滑にコミュニケーションをと

ることができる。 

共感性・協調性 ・与えられた環境・状況下で集団内の自身の役割を認識し、協調性をもって他者と行動できる 

・相手の心情や状況に配慮、共感しながら、信頼関係を築くことができる 

・文化や価値観の違いを理解し、互いを尊重し、協調しながら共同作業を行うことができる 

 

【STEP (Student Total Enrichment Points)】 

この制度を利用してイベントを企画・実施した寮生、及び参加した学生には、以下のようにポイントが付与されます。 

◆ コアメンバー： 5 ポイント 

◆ ノンコアメンバー： 2 ポイント 

◆ 参加者： 1 ポイント 

➢ 注意事項 

・ ポイント付与は、いずれか一つのみが対象となります。 

・ ポイントの付与は、企画実施後、必要な書類を AP ハウス・オフィスに提出し、承認されてからとなります。 

 

 

【問い合わせ】 

AP ハウス・オフィス ssc_bo@apu.ac.jp 

オフィス開室時間：月曜日～金曜日：10 時～16 時半（13 時-14 時閉室） 

 ※火曜日のみ 14 時～16 時半 

mailto:ssc_bo@apu.ac.jp

